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個に応じた支援に向けて ～特別支援教育の推進と充実～ 

「合理的配慮」について 

学校運営の重点 

本年度の学校運営の重点として「特別支

援教育の推進と校内支援体制の充実」を挙

げています。浜崎小では、一人一人の子どもた

ちの実態やニーズに合った教育を目指しながら

特別支援教育の校内組織や推進体制を整

えるとともに、児童や保護者様、地域の皆様

への理解を深めていきたいと考えています。4

月 30日（木）の全校集会では、校長から

合理的配慮のお話をしました。 

合理的配慮とは 

合理的配慮とは、「障害のある子供が、他の子供と平等に教育を受ける

ために、学校側が必要かつ適当な変更・調整をおこなうこと」で、個々の障壁

に応じて、学校が個別に対応をするというものです。「障害者差別解消法」で

は、公立学校での合理的配慮の提供は法的義務になっています。また、保

護者自身が、お子様の特性を理解し、お子様に合ったサポートが何かを知っ

ておくことがポイントとなります。一方で、特性を知らない方からすると「わがま

ま」に見えることでも、実は特性に原因があるということもあるため、互いに理

解を深める必要があります。学校も、限られた体制面や財政面を鑑みつつ、

保護者との相互理解を深めながら、「できること・できないこと」をすり合わせ、

対応していくことが必要だと考えています。 

校長講話 4/30 全校集会 

皆さんは、顔や性格、一緒にいる家族やこれまで育った環境など、一人一人

が違った存在です。上手にできることや、うまくできずに困っていることも、一人一

人違います。例えば、身長の違う３人が壁の向こうの野球を同じように観戦す

るために、背が低くて見えない人だけが踏み台を使うことは、「ズルい」ことではあり

ませんよね。これと同じように、学校でも、一人一人の「困り感」に合ったサポート

をすることがあります。例えば・・・・ 

みんなと違う勉強をする   人より長い時間で問題を解いたりする         

支援の先生が横につく    タブレットやリモートでの授業を受ける          

違う部屋で学習をする    車いすやバギーを使って学校生活を送る 

皆さんの中には、「あの人ばっかり・・・」という気持ち

を持つ人がいるかもしれません。でも、これは決して

「ズルい」ことではなく、一人一人の「困り感」に合わせ

た、必要なサポートなのです。このことを、みんなで理

解し、一人一人が安心して「わたしらしくあなたらしく」

過ごせる学校を目指していきましょう。  

 



  

 

 

 

  
 

浜崎小学校便り 

        浜崎小ホームページをリニューアルしました 

 

Web サイト: 

 

連絡先: 

 

メール アドレス: 

https://www.education.saga.jp/hp/hamasaki-e/ 0955-56-6116 hamasaki-e@education.saga.jp 

 

『浜崎小学校』で検索 → 各種情報を随時更新中！ 

学校便り、学校評価 

学校からのお知らせも 

ここで確認！ 学校行事、イベント、カレ

ンダーも随時更新します。 ぜひアクセスを！ 


